
2.菖蒲城跡出土の陶磁器について

菖疇周辺には後北条系の騎西拭花崎城跡、岩槻

疇、忍諏がなどがある。なかでも、騎西城跡、岩槻

城は継続的に調査が行われ、遺構や遺物も多数確認さ

れ、次第のその全貌が解明されつつある。

ここでは、これら周辺城館跡から花崎城跡と岩槻城

跡の資料を、菖蒲城跡出土遺物の比較検討の材料とし

て使用した。

本題に入る前に、菖蒲城の形成前の遺跡の状況につ

いても若干触れておきたい。菖蒲城成立以前の出土遺

物は、二つの時期が存在した。先ず第ーは、 9世紀代

を中心とした古代である。ここでは、住居跡と掘立柱

建物跡の遺構と須恵器甕・杯、瓦などが検出され、単

なる集落と言うより、寺院などの可能性が考えられた。

この古代の遺構の上には粘質の強い無遺物層が形成さ

れており、氾濫等により古代の遺跡が廃絶した可能性

が強いものと考えられた。第二として、鎌倉時代に至

り、再び生活の場として、館ないしは寺院が形成され

ことが推測された。その根拠しては、 13世紀後半代か

ら14世紀の常滑、板碑などの遺物が検出されているこ

とによる。板碑の存在は、館跡と考えるよりは、寺院

が形成されたことを想定させるにたる資料と思われ

る。

このような、前史以上に多くの遺物が確認されたの

は、戦国期の菖蒲城段階のことであった。さて、この

菖蒲城であるが、新編武蔵風土記稿の記載を見ると、

16世紀末の廃城の後は、田畑として使用されたとされ、

調査でも民家などの生活痕跡を確認するころはできな

かった。当然、出土遺物の中には近世以降の陶磁器類

はほとんど含まれていなかった。さらに、遺物を含む

土層の状況は、城郭廃絶時もしくは、廃絶後時期を経

ない段階に堀跡や平場部を一気に埋めたと推測される

ものであった。そのため、遺物は層｛如杓に分類や遺構

一括などの共伴関係を探る資料はない。このような、

検出状況を念頭に遺物の分析を進めたい。

出土遺物は、産地により、大きく三種類に分類する

ことができる。（I)は在地産、これは生産場所がわ

からず、広くとも精々一国程度の流通範囲の焼き物で

ある。(JI)は国産陶器の瀬戸・美濃産陶器、常滑で

ある。 (111)は海外からの輸入陶磁で、そのすべてが

中国産であった。

在地製品は、大半が士師質の皿で、「かわらけ」と

称されるものである。破片数は千点を越え、遺物全体

の91％であった。このほか、在地製品には、表面に炭

素を吸清させた瓦質土器がある。製品としては擢鉢、

内耳土器である。掘鉢は、 17点ほどの破片が確認され

たのみであった。内耳土器は、かわらけに次ぐ数が確

認された。その形態は、耳が体部上位に位置する浅め

の形態である。

国産陶器は、大半が瀬戸・美濃製品とわずかな常滑

製品があった。瀬戸・美濃製品は瀕戸後期様式の灰釉

皿、灰釉盤が数点確認されたのみである。大半は大窯

製品であった。大窯製品は灰釉皿、天目茶碗、鉄釉皿、

擢鉢などがあった。灰釉皿は端反り皿、丸皿、鉄釉皿

は丸皿、碁筍底の皿などであった。破片数としては、

灰釉皿が最も多く50点近く確認されたが、個体数とし

ては30点を大きく越える鼠とは思われない。端反り皿

は、わずか3個体ほどであった。

天目茶碗は、破片数として7点と少なかった。

擢鉢は、破片数にして、 40点を越えたが、個体数と

しては、 10点を大きく越えるものと思われない。

中国陶磁は、染付と白磁、青磁が確認された。青磁

は蓮弁文碗、稜花皿、水注などの破片が確認された。

白磁は杯、皿が確認されている。皿はいずれも小破片

であった。口縁部の小破片であったが、赤絵が確認さ

れたことは、注目に値する。

中国陶磁で最も多くの量が確認されたものは染付

で、その大半が皿であった。皿は高台をもつ端反り皿

で、唐草の文様のものが多く、染付皿Bl群が主体で

ある。碗は蓮子碗があるが、極めて少ない。

大まかに、産地別の遺物を見てきた。それでは、こ
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れらの遺物の年代について触れたい。

瀬戸・美濃製品は、最も古いもので古瀕戸後期の灰

釉皿などで、 15世紀後半代のものであった。大窯製品

は、大窯I期のものとして、端反りの灰釉皿があった。

疇、鉄釉皿、擢鉢、天目茶碗は大窯rr• m期のもの

であった。ただし、皿期の製品はわずかであった。生

産地編年では、 15世紀末から16世紀後半とやや幅を持

つが、大半が16世紀中頃を主体とする。

中国陶磁は、青磁製品が15世紀代のものであった。

染付製品は、最も多く確認された皿が染付Bl群タイ

プのもので、型式編年では16世紀前半代頃に位置づけ

られる。白磁製品もやや幅があるが、 16世紀前半代を

中心とするものである。赤絵に関しては16世紀後半の

時期である。

陶磁器は、 15世紀後半から16世紀後半までの、ほぼ

1世紀の年代幅があった。製品の伝世などの条件を考

慮したとしても、この年代幅が即菖蒲城跡の年代幅と

断定できないが、伝承や周辺の後北条系の城の成立と

廃絶を比較すると妥当な年代と言えなくもない。

次ぎに、岩槻城跡＼花崎城跡の陶磁器組成と比較し

てみたい。これらの遺跡の出士遺物は、ほほ菖蒲城跡

と同時期のものである。（ただ、岩槻城と菖蒲城跡の

組成表は破片数を遺物組成の基礎としたが、花崎城跡

は報告書の図化点数を基礎とした事から、前二者と異

なる傾向となったことに注意を頂きたい。）

さて、菖蒲城跡と岩城跡では、ほぼ在地製品と搬入

品の構成が近似した結果がでたが、菖蒲城跡では瀬

戸・美濃の割合が中国陶磁に対して倍以上の量が確認

された。さらに、花崎城跡では、瀬戸・美濃製品が中

国製品の2俯与近い割合を示したことに注目した。

さらに、花崎城跡が、菖蒲城跡や岩槻城跡と大きく

異なる点は在地製品の割合が比較的低かった点であ

る。この違いは、先に触れたように報告書の図化個体

数を革にした統計である点で割合に違いがでたもので

あろう。破片総量を再確認すれば、菖蒲城など同様に

在疇の割合は増すものと思われる。基本的に在地製

品の高い点は、どの城も変わらないものと考えたい。

次ぎに、機能別に見てみよう。 65％と破片数では、

圧倒的に煮炊具が多い。煮炊具とは言ってもここでは、

内耳土器である。その形態は極めて浅いことから、鍋

と考えるよりは焙烙であろう。焙烙となれば煮炊具と

は言えない。ここでは便宜的に煮炊具とした。煮炊具

として使用されたのは、やはり鉄鍋を考えるべきであ

ろう。食膳具については、別表を掲げたが、圧倒的に

瀬戸・美濃製品が多い。次いで染付、青磁、白磁であっ

たが、陶磁器の総個体数でも50を多く越える数ではな

いであろう。食膳具に関しては、注意すべき遺物とし

て漆椀がある。漆椀は、いずれも木質部が朽ちて、漆

膜が残るのみであったが、相当な数が使用されたと思

われ、この製品こそが食膳具の主要な容器であった。

天目茶碗も食膳具としたが、その数は少なく、茶臼

が数点確認されていることなどから、やはり天目茶碗

は茶器としての機能を考えた方がよいだろうか。

調理具の破片数は、在地産の瓦質よりも大窯擢鉢が

倍以上の数確認された。この傾向は、岩槻城と似かよっ

ている。一方、花崎城跡では、圧倒的に在地産の瓦質、

土師質製品が多かった。 県内の同期の遺跡では、在地

産掘鉢の占める割合の方が高いのが一般的である。

貯蔵具は、僅かな常滑甕の破片があるのみであった。

岩槻城跡、花崎城跡、菖蒲城跡とも貯蔵具の出土量

は極めて少ない。この点は、騎西城跡など県内の同期

の遺跡とも同様な傾向が出ている。このことは、結桶

などの木製品が陶器に替わり、多用され始めたと考え

るべきであろう。

産地別組成と機能別組成の比較から幾つかのことが

推測される。搬入品の瀬戸 ・美濃製品と中国陶磁を見

たとき、岩槻城跡、菖蒲城跡、花崎城跡の順で中国陶

磁の占める割合が高くなっている。さらに、揺鉢を見

たとき岩槻城跡、菖蒲城跡では瀬戸・美濃製品の割合

が高いのに対して、花崎城跡では在地産の占める割合

が高かった。搬入品の構成比の違いは、城郭の格の違

いを思わせなくもない。同様に「かわらけ」は、遺跡

の格の違いを考える上で、貴重な製品である。今後、

城郭間での比較検討を試みたい。
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